
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

組込みシステムにおけるマルチ・メニーコア技術の活用を促進するコンソーシアムを設立

～機器の性能向上や省エネルギー化を実現する並列処理技術を共同で確立～ 

この度、名古屋大学大学院情報科学研究科 枝廣正人教授を中心とする産学連携グループは、組込みマ

ルチコアコンソーシアムを設立しました。このコンソーシアムは、半導体の新技術であるマルチコアおよ

びその発展であるメニーコアの利活用を産学連携で推進することにより、組込みシステムの機能性能向上

や省エネルギー化、エコシステムの構築、ひいては現在の国内産業をけん引する組込みシステム分野の競

争力向上を目指すものです。 

自動車、ロボット、産業機器、医療機器、監視カメラ等のセキュリティ機器に代表される組込みシステ

処理技術や設計方法論を、ドメインを超えた産学連携で確立してエコシステムを構築することにより、組

込みシステムでのマルチ・メニーコア技術の利活用を促進し、機能性能向上と省エネルギー化を加速する

ことを目指しています。さらに、米 Multicore Association®と連携し、国際標準化を進めていきます。設

立時の会員は、名古屋大学（会長）、イーソル株式会社（副会長）、キャッツ株式会社（理事）、オリンパス

メディカルシステムズ株式会社、早稲田大学アドバンストマルチコアプロセッサシステム研究所、米国

Multicore Association®、株式会社アバールデータ（予定）、萩原電気株式会社（予定）、一般社団法人 組

込みシステム技術協会（予定）等です。今後、車載分野をはじめとした応用システム、半導体、設計技術

関連ベンダ等の参画が予定されています。 

 

本コンソーシアムの詳細については、平成２６年１１月２０日にパシフィコ横浜（神奈川県横浜市）で

開催される組込み総合技術展（ＥＴ２０１４）併催セミナー「組込みマルチコアサミット２０１４」にお

いて発表する予定です。（別紙参照） 

 

（注 1）独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）が推進する戦略的省エネルギー

技術革新プログラムにおいて、「多様なマルチ・メニーコアの高度な活用を可能にする標準プラッ

トフォーム開発とエコシステム構築による省エネルギー技術の実用化」をテーマに、マルチ・メニ

ーコアプラットフォーム標準化委員会（イーソル株式会社、キャッツ株式会社、株式会社東芝、株
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